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　市では、公立幼稚園の適正配置・再編を盛り込んだ「津山市公立幼稚園将来計画」を３月に策定し
ました。計画は、公立幼稚園の現状と課題を踏まえ、公立幼稚園を活性化し、幼児教育の質向上の取
り組みなどの役割をさらに発揮するために今後のあり方を示すもので、主な内容は次のとおりです。
（計画は市ホームページで見ることができます）

エリア分けと拠点幼稚園
◆市内を複数の小学校区からなるエリアに
分け、エリアごとに拠点的役割を果たす
園を拠点幼稚園として設定します

預かり保育
◆拠点幼稚園の中で加茂幼稚園・鶴山幼稚
園・東幼稚園で実施し、課題などを検証
します
◆人的配置を検討し、保育時間・保育料に
ついては他市の事例や市内の私立幼稚園、
保育所（園）の状況などを考慮しながら決
定します

子育て支援
◆公立幼稚園で実施している未就園児支援
の交流事業を継続・充実します

適正配置・再編
◆園全体の園児数が20人を下回る状況が続
く場合、再編に向けて協議していきます
◆園児数が５人以下となった場合、廃園ま
たは休園を検討します

障害児等の特別支援
◆支援が必要な園児に対する支援員の配置
の制度化を行います
◆拠点幼稚園に援助技術をもつ人材を配置
し、関係機関と連携しながら個別の指導
や、保護者や他園の支援を行います

保育所（園）・私立幼稚園との連携
◆幼稚園・保育所（園）が連携し、幼児教育・
保育の推進に向け、両者合同の研修会の
開催や交流を活発に行います

「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました「津山市公立幼稚園将来計画」を策定しました

特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！特集　津山市子育て支援行動計画（後期計画）を策定しました！
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Ｑ　児童手当と子ども手当は両方もらえるのでしょうか？
Ａ　平成22年３月分までは児童手当、平成22年４月分以降は子ども手当になります。両方もらえる月はあ
りません

Ｑ　別居している子がいても受給できますか？
Ａ　別居している子がいる場合は「別居監護申立書」（住所が市外の場合は住民票が
必要）を提出することにより、受給できる場合があります。こども課までお問い
合わせください

Ｑ　公務員ですが、こども課から書類が送られてきました。手続きが必要ですか？
Ａ　勤務先で受給している場合は、こども課へ手続きする必要はありません。勤務先
へお問い合わせください

Ｑ　所得制限を超えていたため、児童手当をもらっていません。申請は必要ですか？
Ａ　申請が必要です。住民票で確認できる場合はこども課から申請書類を送付してい
ます

　４月から従来の「児童手当」に替わり「子ども手当」が始まりました。中
学校卒業前の子どもの養育者に子ども手当を支給しますので、申請の必要な
人は早めに手続きをお願いします。

「子ども手当」と「児童手当」との比較（概要）

申請の手続き
　手続きの必要な人には申請書を郵送しました。９月30日貅までに申請をしてください。９月30日を過ぎると
満額の支給が受けられなくなりますのでご注意ください。
　◉申請が必要な場合
　　①平成22年３月31日時点で、所得制限超過などにより児童手当を受給していない家庭
　　②平成22年度において、中学２年生または中学３年生の子どもがいる家庭
　◉申請が不要な場合　平成22年３月31日時点で、すべての子どもが児童手当を受給している家庭
　　※「子ども手当」に自動的に継続されます

　※申請が必要な場合で申請書が届いていないときは、こども課までお問い合わせください
　※新たに子どもが生まれた場合などは、申請猶予期間（９月30日まで）の対象とはなりませんので早めに手
続きをしてください

問い合わせ先　こども課（津山すこやか・こどもセンター）薊32－2065

「子ども手当」がスタート！ 申請をお忘れなく「子ども手当」がスタート！ 申請をお忘れなく

  子ども手当
 対象年齢 中学校卒業前まで
 所得制限 な　　し
 
手当月額

 

一律13,000円 
 

 支 払 月 毎年２月、６月、10月
 
手 続 先

 こども課
  （公務員は勤務先）

児童手当
小学校卒業前まで

あ　　り
３歳以上の第１子・第２子

5,000円
３歳未満または第３子以降

10,000円
毎年２月、６月、10月

こども課
（公務員は勤務先）

１人当
たり（ 　 ）
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